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論文抄読 １．概要

本研究では、4 年制大学の介護福祉士養成校を通じて介護を学ぶ学生を

対象に縦断的調査を行い、介護教育の発展過程を明らかにすることであ

る。

２．方法

本学の介護学専攻に在籍している 23 名を対象とした。同一の学生を対

象に 4年間に渡って介護観の変化を見るために 5回の質問紙調査を行っ

た。自由記述で記載したデータより介護に関する因子を抽出するにあた

りテキストマイニングの手法を用いた。共起ネットワークから抽出した

カテゴリーを踏まえて各学年の介護に対する考え方について比較検討し

た。

３．結果

1年次では、学内での学びから介護の基本となる視点が養われている。2

年次では、学んだ知識を実習で体験し知識と技術が統合され、省察する

ことで介護観が形成されている。3年次では倫理的視点が追加された。4

年次では、介護の専門職として利用者のニーズを満たす支援の視点が養

われている。

４．結論

2 年次で介護観を認識したことで、3 年次と 4 年次にさらなる構造化が

進んだ。これは学生の教育と介護の質にとって非常に重要である。


